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ぼしたがって本日は (1）マネとボー ドレール (2）ボー ドレールとゾラ、 (3) 











ボー ドレ ー jレ ・ マネ ・ ゾラの系5普をめぐって





















ボー ドレール研究者で、あれば、ここに詩人が『悪の華Jの「小さな老婆たちj 《 Les
petites vieilles »や「通りすがりの女に」« A une passante »、 そして散文詩のf寡婦
図1










景JTableaux parisiens の中に、 寡婦の
モチーフを導入したので、しょうか。
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私の推測は、 1859 年にナポレオン 3 titが参戦したイタリア戦争に関わりがあるの




















〔図3〕 としづ石版画 を制作していますが、 ここ
では人類の進歩の象徴とも言うべき気球の打ち
上げに多くの群衆が集まっています。 これは 8

































これらの内容については、昨年 2017 年に東京大学で開催されたボー ドレール没後
150 年記念のシンポジウムで発表したものが、 『ボ ー ドレー ル年鑑』L'Annr34θ
Baudθ,Ja立θに掲載されることになっています。一方、マネに捧げられたボー ドレール
の散文詩「紐」《 La Corde 刈こついての読解も、 2年前の 2016 年に東京大学で行われ
た「アンヌ口マリー ・クリスタンに捧げるシンポジウムJで発表し、今年 2018 年の春、









ったと思います。ボー ドレールは 1864 年春にベルギーへ行ってしまい、67 年には亡
くなります。マネの《草上の昼食》のスキャンダルは 63 年、《オランピア》は 65 年
ですが、美術批評家としてのボー ドレールはマネを十分に擁護することはないまま、
「あなたはあなたの芸術の老衰の中での第一人者にすぎないのですj vous n筏θs que 
le premier dans la decrepitude de votre art (1865 年 5 月11日付、ボー ドレーノレからマ
ネへの手紙、 αヲ， II, p. 497，強調ボー ドレーノレ）という言葉を残して、この世を去ってし
まいました。ボー ドレールの美術批評の研究では、マネ以降の近f常会画と文学者の関





、ー ドレ ー ル ・ マネ・ゾラの系譜をめぐって
サン＝ノレー教会の石段で倒れたのが 1866 年 3 丹、そしてゾラが 「1866 年のサロンJ
を〈エヴェヌマン）紙に連載しはじめるのが、1866 年4月です。 ゾラはまさにボー
ドレールが倒れた時点で、筆をとったので、す。 しかも、ボードレールが生前にゾラの
名前を知っていた証拠があります。 「私の本の配布リストjListe de Distribution pour 






















書いています。 テオフィノレ ・ ゴーティエやルコント ・ド ・リール、ヴェルレーヌ、若
きマラルメなど 37 名の詩人が参加して、カチュ ール・マンデ
、
スが編集したもので、すO
ゾラはその書評の中でf反逆者J « Le Rebelle »とし 1うボードレー ノレの詩を引用し、「こ
れらの詩句は、頭に住みついた狂女がその意地悪く気まぐれな指で壊してしまった哀
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す。 しかし、 ゾラは心底ではボー ドレールに強く惹かれていたのではないかと推測さ





もちろん、 ボー ドレーノレとゾラには大きな違いもあります。 3点挙げておきたいと
思います。ひとつは、ボー ドレールの美術批評において、その問題の中心は 「美Jle beau 
とは何かということでした。 「私にとって、 ロマン主義とは、 美の最も新しい、 最も
現在的な表現であるJ （『1846年のサロンL Pl, II, p. 420）、 「美とはつねに奇妙なも
のであるj （ 「1855年の万国博覧会、 美術」、 Pl, II, p. 578）、 そして 「美というものは
〔…〕永遠不変の要素と、相対的、偶成的な要素からなっている」（「現代生活の画家人
Pl, II, p. 685）としりた命題はよく知られています。 それに対して、 ゾラが批評の中心
におくのは 「美J ではなく、 「人間J l'homme、 「生命jla vie そして 「真実jla veritる
といった概念で、すO 「 『芸術』 l'art という言葉を私は好まないJ とゾラは言いますo
f私が望むのは、 生命を作ることだ。 生きていること、 自分自身の眼と気質にしたが
って、 あらゆるものの外に、新たに創造することである。 私がl枚のタブローの中に
求めるものは1人の人間で、あって、 タブローで、はない。 」 「私は生命、 気質、 現実で
ないものは一切ごめんだj （いずれも『1866年のサロンJ、 EA, pp. 107幽109）というの
がゾラのスタンスです。 2 点目は、 ボー ドレーノレが審美家（estheticien）の側面が強
いのに対し、 ゾラはジャ ーナリストであり、 また社会学者の側面が強し 1ことです。 ゾ
ラの批評には時事的な要素が深く関わっており、 またサロンやアカデミ ーといった美














du detail vrai, le saut dans les e初江es sur le tremplin de l’observation exacte. La 
verite monte d'un coup d’泊le jusqu'au symbole. (1885年3月22日、 アンリ ・ セアー
ルへの手紙、 Corr.,V, p. 248）。 「真理J や「正確な観察jは理論家ゾラがもっとも重視
するものですが、 作家としてのゾラの真価はそこからの場協翠」ないし 「飛滞J にあ
184 
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ります。アンリ ・ ミトランが『ゾラと自然主義Jの中で述べているように、 「 『ジェ
ノレミナーノレ』は『実験小説論』の応用ではないjし、 「自然主義小説は『実験小説論J
だけでは括ることのできなし＼），，＼くつかの文学的相敷を兼ね備えているJ(邦訳、白水社、
p. 27） のです。自然主義の11］ ＇，説j と告然主義の f理論」は相同ではないとミトラン
は言っていますO 同じくアンリ・ミトランは、 「ゾラは晩年のし 1かめしい写真、生硬
な自然主義理論、そしてまた彼自身の思想上の頑固さ（parti-pris）の犠牲者で、あったJ












学以来の親友セザンヌが、短い礼状を送った後、 ゾラと絶交したとするジョン ・ リウ
オルドの説は広く受け入れられています。今でもセザンヌの伝記や年譜にはそのよう
に記されているものがほとんどです。したがって、 一般的にはゾラの美術評論の価値




































すが、 2013 年になって新たなセザンヌの手紙の出現がありました。 ご存じの方もお
られると思いますが、 間リ作』の翌年、1887 年 11 月 27 日の日付を持ったセザンヌ
の手紙がサザビーズのオークションに出てきたのです。 ゾラが次作の『大地』を送っ
た時の礼状です。 しかもそこには、 「君が［パリに］戻ってきたら、 また握手しに会
いに行くよ」と書かれているのです。 これによって、 『制作Jのためにセザンヌがゾ
ラと絶交したという定説は無効になりました。 そこから、セザンヌの研究者において
も、 ゾラとの関係を見直そうという動きが出てきました。 そして 2016 年 9 月 24 日






fゾラと私 ・ . . Jと題されたコロッ
クが開催され、 セザンヌ研究者に加え













ば悪者扱し 1され、 一般的にアンチ ・ゾラの言説が後を絶たないのは、すでに述べたよ
うにゾラ自身が論争好きで自ら闘い鎧をまとっており、非常に誤解を受けやすい人で
あったこともありますが、 なんといってもドレフュス事件の影響が大きいようです。















ご一緒に来告されますが、奥様はジョエノレ ・ バンドン＝パジェスさんといって、 デ
、
ユ
ラスの専門家で、 l'Association Marguerite Duras の副会長です。前告の12 月 1 詞（土）
には人文研の森本淳生先生の主催でデュラスに関するシンポジウムがアンスティチ
ュ ・ フランセ関西（関西日仏学館）で開催されると伺っていますO また、その前日の






ボニスムもこれまでよく取り上げてきました。 ベルト ・ モリゾへの関心は、以前にゾ
ラの『愛の一ページ』について研究していたときに この小説の源泉のひとつはベル
187 








られていることが知られています。 実際、 ベルト ・
モリゾはマネの弟と結婚するまで、パリを見下ろすパ
ッシーのアパノレトマンに住んで、いました。 たとえば




の一ページJには、 1877 年春に開催された第 3 回印
象派展の影響が大きく、 モネやルノワールなどの絵
も下敷きになっていますが、 ベルト ・ モリゾの作品
世界も大きなヒントになっていたのではなし 1かと考え、これはだいぶ前になりますが、
2002 年にゾラ没後 100 年を記念してストラスプール大学で、関かれた コ ロックで発表
しました。





マネのジャポニスムについては、 昨年 12 月に大手前大学でおこなわれたシンポジ
ウムで発表したものが、 もうすぐ出版されることになっています。 ここではまず、 マ
ネのジャポニスムを色彩、構図、 水墨、 装飾、 という4つの観点から総合的に検討し
た後、 特にマネにおける共和主義とジャポニスムの問題に焦点を絞りました。 1860










のボールが措き込まれていました。 実は存名な作品で、 もう1点、 トリコ ロールのボ
ールが描き込まれた絵があります。 それはベルト ・ モリゾが初めてモデ
、
ルになった作
品としても知られている《バノレ コ ニー）〉です。 このタブローは、第 2 帝政の末期、1869
年のサロンに出品されています。 画面の左下、 ベノレト ・ モリゾが座っている椅子の下
188 
図8






実はマネは 1875 年になって《日本犬タ マ》〔図
9〕という絵を掻いています。これは友人のテオ
ドール ・ デュレが 1871 年から 73 年にかけて日
本 ・ 中国 ・ インドを旅行した時に、自本から連れ
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6. 近代商業社会と芸術
リストの最後に挙げた「近代商業 ・ 近代消費社会 ・ モー ド ・ ジェンダーJというの
はかなり大まかな括りですが、ここからマネの個展の話に繋げていきたいと思います。
ゾラの『ボヌール ・ デ ・ ダム百貨店』は 1883 年に出版されました。 これはマネが亡
くなった年で、もありますが、この年はたとえばプランタン百貨店がほぼ現在の建物で
ある新館を開館するなど、フランスの大衆消費社会が一定の成熟段階に達した時代で





















ている、今日正式に認められた表現（une e却ression aujourdヨmi consacree） を
使うならば「パ リの胃袋jを表象するもので、 それぞれの社会環境の中で活動す
るさまざまな同業者の団体で、もって、現代の公的かっ商業的な生活を表現するも
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1871 年にコミュ ーン派の本拠地となったパリ市庁舎は、 政府軍との攻防が繰り広げ
られた「血の一週間jの最中に火災で焼け落ちました。 そのため 1873年から再建が
進められていましたが、 建物本体の完成が 1882年、 そこから内部装飾が議論され、
すべて完成するのはようやく 1892年になってからのことです。 室内装飾についてま
だ何も決まっていない 1879年という時期に、 マネはなぜこのような申し出をしたの
でしょうか。 実際、 マネのこの手紙には何の返事もなかったようですが、 79 年 4 月
という時期には意味があります。第2帝政は 1870年に崩壊し、 その後第 3 共和制が
始まりましたが、 最初の10年ほどは共和制とは名ばかりで、 特に 73年から 79年初








政界では王党派と共和派の攻防が繰り広げられましたが、 79 年 1丹の議会選挙で共











































していた。 (RMH, I, p.627、イ穿
この描写は、中央市場が 1851 年のルイ・ナポレオンのクーデタの際に、抵抗する民
衆との戦場になったことを喚起しているのですが、この光景を前にしてクロ ード・ラ
ンティエは「それにしても、ものすごく美しいじゃなしゅv (C’est cranement beau 
tout de meme.）と言います。 fものすごくJと訳した cranement ですが、これは形
容詞の crane から派生しており、 『フランス語宝典J] Tresor de la Jan♂18丘'8.119aise
によりますと、crane とは画家仲間の隠語で、作品の出来映えが「力強い」「大胆なJ
「勇壮なJといった意味合いだということです。中央市場の鉄とガラスの建築を賛美









同時に 、 fパ リ の 胃 袋Jの 《 C’est










こに隠語としての er勉e の意味を込めていたに違いありません。 いずれにせよ、高品
として美しく飾られた食べ物は、 まさにfヴァニタスjそのものではないでしょうか。
この頃、 絵画も明確に高品の形を取るようになりました。 1875 年のボン ・ マルシ
ェの広告ポスターを見ると、デパートに絵蘭の並んだ画廊があります。 1882 年には
「ジョノレジュ ・ プティ画廊の新しい展示スペース」もできました。 マネは 1880 年 4






ロンに落選した作品を展示したことはありましたが、 個展を開催するのは 1880 年に
なってからで、すO 実は 78 年の万博の年に、個展を開いて 100 点の作品を展示する計
額を持っていましたが、諸事情で実現しませんでした。 fェドゥアール ・マネ新作展j
と銘打たれた 1880 年の倍展は久しぶりの開催でしたが、 これまで、のマネ研究で、はさ
ほど重視されていないようです。 この時マネは、10 点の油彩と 15 点のパステノレを展
しましたが、この倍展はボードレール、そしてゾラというマネが親しかった文学者
と関わりが深く、またゾラの自然主義の潮流とも関係があると思われます。
まず会場となった霞廊で、すが、 これは出版者のジョノレジュ ・ シヤノレパンティエが
1879 年 4 月に創刊した挿絵入りの豪華な週刊新聞く現代生活） La WeModθ-rneの刊







ました。 ルノワ ールの《シヤノレパンティエ夫人と子供たち）） は、 同じ 1879 年のサロ
ンに入選して評判になった絵で、すO 画廊の世話役を務めていたのはルノワ ーノレの弟の
エドモン ・ ルノワーノレでした。
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図12
で、 はな かった で、 しょうか。 創刊号
の最終面に大きく掲載されたアド
リアン ・マ リ ー の版画「由旬節の
中日一〈現代生活〉の事務所－わ
れわ れ の 入居の 思 い出J La 
姐－Careme - Les Bureaux de la 












の入った簡単な目録があり ますので、出品作がほぼ同定でき ます。 10点の油彩と15
点のパステルのタイトルは、 次の通り です。
油彩 1. D＊合会 氏の肖像》 ［《弁護士ド ・ ジュイ氏の肖像》］ 2.《カブ
エ口コンセ ノーレ））3.《カフェ口コンセ ノーレの片隅》4.《プラム漉》5.《アトリエ
にいる画家クロー ド・モネ》6.《スケー ト》7.《B州公 氏の肖像》 ［《プラン 氏
の肖像》］ 8. （（鏡の前で》9.《花（装飾エチュッド）》 10.《 読書（挿絵入り
新聞の読書）》
パステル 1 1.《E.Z＊士会 夫人の肖像》［（（エミ ー ル ・ ゾラ夫人の肖像》］ 12.《D立
p付先 夫人の肖像》 ［《デュ ・ パ ティ夫人の肖像）） ］ 13. く包嬢の肖像》 ［《ノレモ
ニエ嬢の肖像））］ 14.《C.G.氏の肖像》［《コンスタン タン ・ギ スー氏の肖像》］
15.《G.M.氏の肖像》 ［（（ ジョー ジ ・ ム アー氏の肖像》］ 16. （（身支度》 17.＠肩
み物》 1 8. （（エチュッド》 19.《女性の頭部》20.《女性の頭部》2 1.《エチュ
ッド》22.（（酒を欽む人》23.（（ビー ルジョッキを傾ける人々》24.《スケー ト》
25.《女性のエチュッド》
油彩 の1番目は《弁護士ド・ ジュイ氏の肖像》 ですが、 これはマネの年 上 の従兄に当
た る人で、マネはとても頼りにし、 また尊敬していました 。 ガンベッタの友人で、 あっ
たと言われ、マネの共和主義はこの従兄 の影響もあったと思われます。 その後は、カ
フェ＝コンセー ルの絵が2枚あり 、 やはりカフェが舞台の《プラム酒》 が来ます。 続
194 
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油彩の最後の 《読書》は、 カフェで 〈現代生活〉のような挿絵入り新聞を読む女性を
描いています。
続いてパステルに移ります。冒頭に来るのがエミ ルー ・ ゾラ夫人、 次のデ
、
ュ ・ パテ








この時ギ スーはすでに 78 歳ですが、マネが出品作にギースの肖像を入れたことは〈現
代生活〉闘廊で、の個展にあたって、彼がボ ドーレ ルーの「現代生活の酪家jを想起し
ていることを示しているでしょう。続いて、 アイルランド人の作家でゾラとも毅しか
ったジョ ジー・ ム アー そして室内のセミ ・ ヌ ドーの女性、 庭で編み物をする女性、
その後の《女性の頭部》や（（ 女性のエチュッド》というタイトノレは間定が因難で、すが、
19番は高級娼婦として有名でゾラの『ナナ』のそデノレの一人でもあるヴァノレテス ・
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情がずっと続いていたと思われるffil延は、画家が1881年にゾラに宛てた短い手紙に
認めることができます。ゾラは1880年9丹20 Sから1881年9月22日まで、52避
にわたって、〈ブイガ ロ 〉紙に、後に『論戦』臼w campagne (1882）というタイトノレ
でまとめられることになる一連の記事を連載しています。 これは、ゾラの文学的 ・ 政
治的 ・ 社会的な信条を表明する一連の 「自然主義キャンペーン」の一環であり、文芸
批評 ・ 政治風刺 ・ 風俗時評など、さまざまな種類のテクストを含んでいますが、とり




























しく、率直で、誠実な人でした。 (Vous avez ete dans toute cette campagne 
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l'homme crane，仕組c et honnete que j泌me depuis longtemps.) (P訂is 1983, p. 
527) 
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